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月号月号
No.No.３６９３６９１広広　報報

主主なな内内容容

・・野野田田村村・・普普代代村村任任意意協協をを設設置置……２２

・・村村成成人人式式・・小小正正月月行行事事……………………４４

・・野野田田中中テテニニスス部部がが準準優優勝勝………………６６

・・生生涯涯学学習習だだよよりり……………………………………８８

・・むむららののわわだだいい…………………………………………１１００

・・おおししららせせ……………………………………………………１１２２

ホホーームムペペーージジ
hhttttpp::////wwwwww..vviillll..nnooddaa..iiwwaattee..jjpp

EE メメ ーー ルル
ssoouummuu@@vviillll..nnooddaa..iiwwaattee..jjpp

お団子を飾っては食お団子を飾っては食べ？べ？！！
快快晴晴のの１１５５日日、、村村内内のの保保育育所所のの園園児児たたちちがが、、

団団子子ししばばづづくくりりにに挑挑戦戦ししままししたた。。園園児児たたちちはは

紅紅白白のの団団子子をを丁丁寧寧ににみみずず木木にに付付けけたたりり、、時時にに

はは口口にに……。。楽楽ししくくてておおいいししいい行行事事だだっったたねね。。
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�

野田村・普代村が�
任意合併協を設立�
野田村・普代村が�
任意合併協を設立�
野田村・普代村が�
任意合併協を設立�

両村の明るい未来を願って両村の明るい未来を願って

　

九
日
（
金
）
、
国
民
宿
舎
え
ぼ
し
荘

で
野
田
村
・
普
代
村
任
意
合
併
協
議
会

設
立
総
会
が
開
か
れ
、
両
村
長
が
設
立

合
意
書
に
署
名
、
調
印
し
ま
し
た
。

　

中
川
正
勝
野
田
村
長
は
「
合
併
し
て

よ
か
っ
た
と
言
え
る
よ
う
大
き
な
夢
を

持
っ
て
望
み
た
い
。
互
い
が
譲
り
合
う

互
助
の
精
神
も
必
要
」
、
深
渡
宏
普
代

村
長
は
「
同
じ
産
業
構
造
の
理
想
的
な

合
併
。
地
域
ご
と
に
異
な
る
意
見
に
も

耳
を
傾
け
次
の
段
階
へ
進
み
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
両
村
長
と
助
役
、
正
副

議
長
、
各
種
団
体
の
代
表
者
な
ど
三
十

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

野田村と普代村で、県内で５つ目と　野田村と普代村で、県内で５つ目と

なる任意合併協議会を立ち上げました。なる任意合併協議会を立ち上げました。

今後、両村は合併した場合の将来構想今後、両村は合併した場合の将来構想

づくりへ具体的な協議に入ります。づくりへ具体的な協議に入ります。
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会
議
で
は
両
村
長
が
協
議
し
、
会
長

に
中
川
村
長
、
副
会
長
に
深
渡
村
長
が

就
任
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り

を
協
議
す
る
新
町
将
来
構
想
策
定
委
員

会
や
協
議
会
に
提
案
す
る
事
項
を
協
議

す
る
幹
事
会
、
両
村
の
課
長
な
ど
で
構

成
す
る
専
門
部
会
や
協
議
会
の
事
務
局

の
規
約
を
定
め
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
で
は
四
月
下
旬
ま
で
に
会

議
や
住
民
懇
談
会
を
開
く
ほ
か
、
速
や

か
に
情
報
を
発
信
す
る
た
め
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
開
設
、
将
来
構
想
に
関
す
る

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
取
り
ま
と
め
な
ど

を
行
い
、
五
月
ご
ろ
に
は
法
定
協
議
会

へ
の
移
行
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

同
協
議
会
の
委
員
や
今
後
の
予
定
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

十
三
日
（
火
）
、
中
川
村
長
と
深
渡
村

長
が
増
田
寛
也
知
事
に
合
併
重
点
支
援
地

域
の
指
定
と
県
条
例
で
定
め
る
町
制
移
行

の
「
人
口
一
万
人
以
上
」
要
件
の
緩
和
を

要
請
し
ま
し
た
。

　

両
村
長
は
県
庁
を
訪
れ
、
増
田
知
事
に

「
県
の
人
的
、
財
政
両
面
の
支
援
が
受
け

ら
れ
る
合
併
重
点
支
援
地
域
に
し
て
ほ
し

い
。
一
万
人
以
下
で
あ
っ
て
も
町
に
な
る

こ
と
を
認
め
て
ほ
し
い
」
と
要
請
書
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　

両
村
の
人
口
は
二
〇
〇
〇
年
国
勢
調
査

に
よ
る
と
、
野
田
村
が
五
千
百
九
十
五
人
、

普
代
村
が
三
千
五
百
八
十
三
人
で
、
合
わ

せ
て
八
千
七
百
七
十
八
人
で
す
。

　

現
在
の
県
の
条
例
で
は
町
の
要
件
は

「
人
口
一
万
人
以
上
」
な
ど
と
定
め
ら
れ

て
い
て
、
現
行
で
は
こ
の
要
件
を
満
た
す

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
県
条
例
の
改
正

が
必
要
で
す
。

　

県
は
十
九
日
、
合
併
推
進
支
援
本
部
会

議
を
開
き
、
両
村
を
支
援
地
域
に
指
定
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
条
例
の
要
件

緩
和
も
前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

両村長が増田知事に要望�

「合併重点支援地域の指定」�
「10,000人の町制要件の緩和」�

両村長が増田知事に要望�

「合併重点支援地域の指定」�
「10,000人の町制要件の緩和」�

任意合併協議会の委員

合併に関する今後の予定

１月下旬　将来構想のアンケート調査の実施

２月上旬　ホームページの開設

　　中旬　任意合併協議会だより発行　　

３月中旬　将来構想（案）の作成

　　下旬　将来構想ダイジェスト版の作成

　　　　　任意合併協議議会だより発行

４月　　　住民説明会

普　　代　　村野　　田　　村

普代村長　　　　深　渡　　　宏

普代村助役　　　柾　屋　伸　夫

野田村長　　　　中　川　正　勝

野田村助役　　　佐々木　愼　一

普代村議会議長　熊　谷　　　聰

普代村議会副議長　太　田　岩　

野田村議会議長　小　野　茂　雄

野田村議会副議長　岩　岡　吉比古

普代村議会議員　佐　藤　喜　一

普代村議会議員　宮　下　利　明

普代村議会議員　大　上　浩　史

普代村議会議員　中　村　　　裕

野田村議会議員　大　沢　吉　雄

野田村議会議員　田　中　義　一

野田村議会議員　小野寺　清一郎

野田村議会議員　古　舘　幹　男

いわてくじ農業協同組合

普代地区選出理事　片　座　亮　一

普代村漁業協同組合

代表理事組合長　太　田　俊　史

久慈地方森林組合

　　　　　理事　道　合　政　喜

普代村商工会会長　熊　谷　泰　彦

普代村社会福祉協議会

　　　　　会長　佐　藤　　　勲

普代村行政連絡員協議会

　　　　　会長　野　崎　幸太郎

いわてくじ農業協同組合

野田支店担当理事　北　田　一　郎

野田村漁業協同組合

代表理事組合長　田　中　東　一

野田村森林組合

代表理事組合長　大　澤　宗　吉

野田村商工会会長　中　野　富　雄

野田村社会福祉協議会

　　　　　会長　泉　沢　徳　治

野田村建設業協会

　　　　　会長　晴　山　克　身

久慈地方振興局長　　　　　　山　口　和　彦

岩手県地域振興部市町村課長　松　川　　　求

県に要望する中川村長（左）と深渡村長（左から２番目）県に要望する中川村長（左）と深渡村長（左から２番目）
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恒恒
例例
のの
村村
成成
人人
式式
がが
十十
一一
日日
（（
日日
））
、、
村村
総総

合合
セセ
ンン
タタ
ーー
でで
開開
催催
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。

村村
のの
新新
成成
人人
のの
門門
出出
をを
祝祝
福福
しし
、、
大大
人人
とと

しし
てて
のの
自自
覚覚
とと
自自
らら
のの
未未
来来
をを
拓拓
くく
ここ
とと
をを

目目
的的
とと
しし
たた
もも
のの
でで
、、
今今
年年
度度
二二
十十
歳歳
をを
迎迎

ええ
るる
八八
十十
一一
人人
のの
うう
ちち
、、
六六
十十
三三
人人
がが
出出
席席

しし
まま
しし
たた
。。

成成
人人
者者
らら
はは
凛凛
々々
しし
いい
羽羽
織織
、、
袴袴
やや
ああ
でで

やや
かか
なな
振振
りり
袖袖
にに
身身
をを
包包
みみ
、、
久久
々々
のの
再再
開開

やや
おお
互互
いい
のの
成成
長長
をを
喜喜
びび
合合
っっ
てて
いい
まま
しし
たた
。。

一一
転転
しし
てて
厳厳
粛粛
なな
式式
典典
でで
はは
真真
剣剣
なな
表表
情情

をを
見見
せせ
、、
将将
来来
をを
見見
据据
ええ
胸胸
をを
張張
るる
姿姿
はは
、、

厳厳
しし
いい
社社
会会
にに
身身
をを
投投
じじ
るる
決決
心心
をを
しし
てて
いい

るる
よよ
うう
でで
しし
たた
。。

ここ
ここ
でで
はは
、、
式式
にに
出出
席席
しし
たた
成成
人人
者者
全全
員員

をを
紹紹
介介
しし
まま
すす
。。村成人式に63人が出席�

笑顔こぼれる大人の門出�笑顔こぼれる大人の門出�

大　場　　　司さん
（根　　井）

菊　地　直　也さん
（下　新　山）

種　綿　伸　秋さん
（中　　平）

中　野　泰　正さん
（北　　区）

大　沢　　　徹さん
（門前小路）

上　川　将　紀さん
（玉　　川）

下　田　佳　矢さん
（上　泉　沢）

中　野　　　弘さん
（上　泉　沢）

宇　部　隆　二さん
（北　　区）

欠　端　真　彦さん
（前田小路）

下　田　陽　介さん
（中　　平）

中　居　和　久さん
（玉　　川）

小野寺　優　治さん
（門前小路）

下　田　博　之さん
（下　泉　沢）

冨　山　翔　太さん
（上　明　内）

小野寺　　　啓さん
（下　明　内）

坂　本　靖　幸さん
（北　　区）

外　舘　啓　太さん
（港）

小　野　育　成さん
（愛　宕　町）

小谷地　元　気さん
（北　　区）

玉　川　　　歩さん
（中　　平）
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野　竹　雄　介さん
（米　　田）

野　竹　伸一郎さん
（米　　田）

根　井　啓　光さん
（中　　平）

中　村　康　晴さん
（中　　平）

中　村　大　輔さん
（下　明　内）

中　村　大　樹さん
（北　　区）

弐　又　裕　文さん
（上　明　内）

山　田　修　司さん
（北　　区）

藤　森　裕　幸さん
（米　　田）

松　場　慎　悟さん
（下　明　内）

小野寺　ゆかりさん
（旭　　町）

佐々木　幸　恵さん
（下　泉　沢）

福　士　　　彩さん
（愛　宕　町）

松　浦　智　子さん
（上　明　内）

深　渡　　　瑛さん
（前田小路）

前　田　洋　和さん
（前田小路）

小野寺　真　澄さん
（旭　　町）

小谷地　和　子さん
（北　　区）

中　村　恵美子さん
（大　　葛）

前　田　明　菜さん
（前田小路）

廣　内　達　矢さん
（中　　平）

米　田　博　一さん
（中　　平）

内野澤　麻　湖さん
（門前小路）

小　向　千　紘さん
（元＝旭町）

中　野　鮎　実さん
（前田小路）

米　田　祐　美さん
（下　泉　沢）

八　幡　雄　太さん
（中　　平）

米　田　　　聡さん
（米　　田）

岩　岡　加　子さん
（旭　　町）

熊　谷　智恵子さん
（大　　葛）

中　田　さゆりさん
（元＝下安家）

米　田　千　恵さん
（米　　田）

畑　村　巨　樹さん
（上　明　内）

星　野　淳　也さん
（下　泉　沢）

荒津前　奈津樹さん
（元＝種綿）

久　慈　恵美子さん
（北　　区）

外　舘　　　弓さん
（愛　宕　町）

米　田　志　穂さん
（米　　田）

北　田　篤　子さん
（北　　区）

澤　里　香　奈さん
（中　新　山）

米　田　麻　子さん
（下　泉　沢）

山　野　亜由美さん
（門前小路）
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磋
琢
磨
し
な
が
ら
技
術
を
磨
い
て
き
た

こ
と
が
、
好
成
績
に
導
く
原
動
力
に
も

な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

野
田
中
学
校
で
は
生
徒
が
健
全
な
体

に
育
つ
よ
う
に
、
体
力
つ
く
り
に
力
を

注
い
で
き
ま
し
た
。
大
き
な
大
会
で
優

れ
た
成
績
を
残
す
た
く
ま
し
い
生
徒
が

多
く
誕
生
し
、
学
校
の
取
り
組
み
に
も

確
実
に
芽
が
出
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ク
ラ
ブ
の
父
母
会
で
は
、
大
会

に
出
場
す
る
た
め
寄
附
を
募
っ
た
と
こ

ろ
多
く
の
協
力
が
あ
り
、
参
加
す
る
経

費
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

会
長
の
小
野
寺
健
二
さ
ん
は
「
協
力

し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の
善
意
に
感
謝
し

ま
す
」
と
笑
顔
で
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

て
ら
れ
た
。
自
分
の
課
題
は
決
定
力
」

菊
地
裕
介
く
ん
（
二
年
Ａ
組
）

・
「
練
習
ど
お
り
試
合
が
組
み
立
て
ら

れ
た
。
自
己
採
点
は
８
７
・
３
点
」
小

谷
地
駿
く
ん
（
二
年
Ｂ
組
）

・
「
一
番
の
勝
因
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、

こ
れ
は
ど
こ
に
も
負
け
な
か
っ
た
」
北

田
晋
平
く
ん
（
一
年
Ａ
組
）

・
「
こ
れ
ま
で
の
技
術
が
通
用
し
な
か

っ
た
。
自
分
の
ス
タ
イ
ル
で
進
め
た
か

っ
た
」
野
崎
諒
く
ん
（
一
年
Ｂ
組
）

・
「
ど
の
チ
ー
ム
も
強
か
っ
た
。
今
後

は
精
神
面
を
さ
ら
に
強
化
し
た
い
」
金

子
彰
一
く
ん
（
一
年
Ａ
組
）

・
「
チ
ー
ム
メ
イ
ト
は
い
つ
も
仲
が
良

い
。
勝
つ
た
め
の
団
結
が
で
き
た
」
金

子
晃
二
く
ん
（
一
年
Ｂ
組
）

　

野
田
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
十
六
人

は
、
コ
ー
ト
が
使
え
な
い
冬
季
も
小
学

校
の
体
育
館
な
ど
を
利
用
し
て
毎
日
の

よ
う
に
練
習
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
内
の
選
手
の
レ
ベ
ル
は 
拮  
抗 

き
っ 
こ
う

し
て
い
る
た
め
、
お
互
い
を
意
識
し
切

　

七
日
、
八
日
に
水
沢
市
で
開
か
れ
た
第
十
七
回
岩
手
県
中
学
校
選
抜

室
内
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
と
、
十
日
、
十
一
日
に
山
形
県
酒
田
市
で
開
か

れ
た
第
十
二
回
東
北
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
大
会
で
、
野
田

中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
一
年
生
と
二
年
生
の
合
わ

せ
て
八
人
が
参
加
し
、
練
習
の
成
果
を

存
分
に
発
揮
し
た
よ
う
で
す
。

　

参
加
し
た
生
徒
ら
は
次
の
よ
う
に
試

合
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

・
「
本
調
子
で
は
な
か
っ
た
が
、
決
勝

ま
で
に
戻
す
こ
と
が
で
き
た
。
団
体
戦

で
は
一
戦
目
が
重
要
だ
と
痛
感
し
た
」

間
明
貴
昭
く
ん
（
二
年
B
組
）

・
「
思
い
ど
お
り
に
試
合
を
展
開
で
き

ず
、
東
北
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
実
感
し

た
」
上
川
直
人
く
ん
（
二
年
Ｂ
組
）

・
「
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
試
合
が
組
み
立

　

多
く
の
住
民
が
応
援
団

と
し
て
、
選
手
た
ち
を
支

え
て
い
る
こ
と
も
、
試
合

を
有
利
に
進
め
る
た
め
の

安
心
感
に
つ
な
が
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

上
位
に
入
賞
し
た
と
い

う
成
績
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
厳
し
い
練
習
を
耐
え

抜
い
た
と
い
う
過
程
も
褒

め
た
た
え
て
あ
げ
た
い
で

す
ね
。

　

好
成
績
に
も
満
足
し
な

い
選
手
た
ち
の
姿
に
、
次

は
頂
点
を
取
る
と
い
う
強

い
志
を
感
じ
ま
し
た
。

間明貴昭くん

（2 年Ｂ組）

◆ボレー攻撃

上川直人くん

（２年Ｂ組）

◆サイドを抜

　く打ち込み

菊地裕介くん

（２年Ａ組）

◆高速スマッ

　シュ

小谷地駿くん

（２年Ｂ組）

◆相手の裏を

　かく中ロブ

北田晋平くん

（１年Ａ組）

◆積極的な打

　ち込み攻撃

野崎　諒くん

（１年Ｂ組）

◆下がりながら

　のスマッシュ

金子彰一くん

（１年Ａ組）

◆前衛の足元へ

　の打ち込み

金子晃二くん

（１年Ｂ組）

◆確実なレシ

　ーブ
◆は得意とするもの

東
北
大
会
で
準
優
勝
に�

東
北
大
会
で
準
優
勝
に�

野
田
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス�

野
田
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス�

※数字はセット数○が勝ち

【東北大会決勝トーナメント】

準々決勝　野田２－１米沢二（山形）

準　決　勝　野田２－１浪　岡（青森）

決　　勝　野田０－２鶴岡四（山形）

堂々の風格さえ漂っています堂々の風格さえ漂っています

各
大
会
の
結
果

【東北大会予選リーグ】

順位4321学校名

1○２ 1○３ 野　田1

2○２ ○３ 0山形二2

410○２ 大　森3

3○２ 11岩　瀬4

【県大会決勝リーグ】

順　位321学校名

準優勝1○３ 野　田1

第３位00久　慈2

優　勝○３ ○２ 山　田3

【県大会予選リーグ】

順位321学校名

1○２ ○２ 野　田1

311前　沢2

2○２ 1見　前3
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村
･
県
民
税
の
申
告
の
受
け
付
け
と
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
。

申
告
は
皆
さ
ん
の
昨
年
一
年
間
の
所
得
と
納
め
る
べ
き
税
金
の
額

を
確
定
さ
せ
る
も
の
で
す
。
受
け
付
け
会
場
を
確
認
し
、
忘
れ
ず

に
正
し
く
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　村・県民税申告が必要な人　
　平成１６年１月１日現在、野田村に住所があり、

次のいずれかにあてはまる人は、申告する必要が

あります。

○１ 　１５年中に所得のあった人

○２ 　医療費控除や雑損控除等を受けようとする人

○３ 　国民健康保険に加入している人（所得申告が

　ないと未申告扱いとなり、国民健康保険税の軽

　減対象となりません）

○４ 　福祉年金、児童手当、児童扶養手当、その他

　の福祉手当を受給している人（支給判定の資料

　になります）

　申告が必要ない人　
○１ 　給与のみの所得者で、勤務先から村に給与支

　払報告書が提出されている人

○２ 　公的年金のみの所得者で、村に公的年金等支

　払報告書が提出されている人

　

申
告
に
必
要
な
も
の　

○１
 

印
鑑

○２
 

所
得
計
算
に
必
要
な
書
類

◆
給
与
所
得
者
…
源
泉
徴
収
票
ま
た
は

　

一
年
間
の
給
与
明
細
書

◆
営
業
所
得
者
…
出
納
簿
や
売
上
簿
、

　

仕
入
簿
の
諸
帳
簿
、
経
費
の
領
収
書

　

な
ど

◆
農
業
所
得
者
…
売
上
高
明
細
書
、
耕

　

作
面
積
、
経
費
の
領
収
書
な
ど

※
農
業
所
得
の
計
算
は
原
則
と
し
て
収

　

支
計
算
に
な
り
ま
す

◆
漁
業
所
得
者
…
売
上
高
明
細
書
、
船

　

舶
保
険
料
な
ど
経
費
の
領
収
書
な
ど

○３
 

所
得
控
除
な
ど
に
必
要
な
書
類

◆
社
会
保
険
料
控
除
…
国
民
健
康
保
険

　

税
、
介
護
保
険
料
、
国
民
年
金
保
険

場 所対 象 地 区受 付 時 間申告書受付月日
大葛公民館大 葛９：３０～１１：３０

２月５日（木）
種綿公民館種 綿１３：００～１５：００
日形井公民館日 形 井９：３０～１１：３０

２月６日（金）
間明公民館間 明１３：００～１５：００
広内公民館広 内９：３０～１１：３０

２月９日（月）
中沢公民館中 沢１３：００～１５：００
和野平公民館和野平・沢山９：３０～１１：３０

２月１０日（火）
上明内公民館上 明 内１３：００～１５：００
下明内公民館下 明 内９：３０～１５：００２月１２日（木）
南浜公民館南 浜９：３０～１５：００２月１３日（金）
中平公民館中 平９：３０～１５：００２月１６日（月）
米田公民館米　　　 田９：３０～１５：００２月１７日（火）
根井公民館根　　　 井９：３０～１１：３０２月１９日（木）
玉川公民館玉川・玉鉱９：３０～１５：００２月２０日（金）
下安家公民館下　 安　 家９：３０～１１：３０

２月２３日（月）
港 公 民 館港１３：００～１５：００
新山公民館上・中・下新山９：３０～１５：００２月２４日（火）
泉沢公民館上 泉 沢９：３０～１５：００２月２６日（木）
泉沢公民館下 泉 沢９：３０～１５：００２月２７日（金）
役場第１会議室北 区９：３０～１５：３０３月２日（火）
役場第１会議室本町・旭町９：３０～１５：３０３月４日（木）
役場第１会議室愛宕町・門前小路９：３０～１５：３０３月５日（金）
役場第１会議室横町・前田小路９：３０～１５：３０３月８日（月）

役場第１会議室
上記の日程で
申告できな
かった人

９：３０～１５：３０

３月９日（火）
３月１１日（木）
３月１２日（金）
３月１５日（月）

※
医
療
費
や
経
費
な
ど
の
領
収
書
関

　

係
は
、
事
前
に
整
理
・
集
計
し
て

　

き
て
く
だ
さ
い
。

　

【
問
い
合
わ
せ
先
】
役
場
税
務
課

　

�
7
8｜

2
9
3
0

村県民税の申告・納税相談の日程

　

料
、
農
業
者
年
金
保
険
料
な
ど
の
領

　

収
書
、
通
帳
（
口
座
振
替
を
し
て
い

　

る
場
合
）

◆
生
命
保
険
料
控
除
…
支
払
証
明
書

◆
損
害
保
険
料
控
除
…
支
払
証
明
書

◆
障
害
者
控
除
…
身
体
障
害
者
手
帳
な

　

ど
◆
医
療
費
控
除
…
領
収
書
（
お
む
つ
に

　

つ
い
て
は
医
師
の
使
用
証
明
書
が
必

　

要
で
す
）

◆
住
宅
借
入
金
控
除
…
住
宅
取
得
資
金

　

年
末
残
高
証
明
書
な
ど
関
係
書
類

・
・
・

確定申告�確定申告�確定申告�各地区公民館などで受け付けます�各地区公民館などで受け付けます�
忘れず！正確に！�忘れず！正確に！�
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ス
ケ
ー
ト
・
カ
ー
リ
ン
グ
教
室
が
、

十
二
月
二
十
日
（
土
）
、
二
十
一
日

（
日
）
、
二
戸
市
の
県
北
青
少
年
の
家

で
小
・
中
学
生
合
わ
せ
て
四
十
四
人
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
ま
ず
氷
に
慣
れ
る
た
め

に
、
カ
ー
リ
ン
グ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

先
生
か
ら
基
本
を
教
わ
り
、
ミ
ニ
ゲ
ー

ム
が
で
き
る
く
ら
い
に
上
達
し
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
を
終
え
る
と
子
ど
も
た
ち
は
、

「
負
け
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
」
と
あ
ま

り
体
験
す
る
こ
と
の
な
い
氷
上
ス
ポ
ー

ツ
に
一
喜
一
憂
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
ス
ケ
ー
ト
教
室

が
始
ま
り
ま
し
た
。
リ
ン
ク
に
立
つ
の

が
は
じ
め
て
の
人
か
ら
上
手
に
滑
れ
る

人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、

先
生
の
丁
寧
な
指
導
の
も
と
、
全
員
が

一
人
で
滑
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
自
由
滑
走
で
は
、
追
い
か

け
っ
こ
を
す
る
人
や
、
先
生
か
ら
教

わ
っ
た
こ
と
を
復
習
し
て
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
る
人
な
ど
思
い
思
い
の
滑
り
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

創
作
活
動
で
は
、
溶
か
し
た
ろ
う
の

中
に
色
と
り
ど
り
の
小
さ
な
ろ
う
を
入

れ
、
世
界
に
一
つ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ー

ト
キ
ャ
ン
ド
ル
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

十
四
日
（
水
）
、
十
五
日
（
木
）
に

は
、
雫
石
町
の
網
張
温
泉
ス
キ
ー
場
で
、

ス
キ
ー
教
室
が
行
わ
れ
、
小
・
中
学
生

合
わ
せ
て
二
十
七
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
気
温
マ
イ
ナ
ス
十
一
度

で
風
も
強
く
、
今
年
一
番
の
吹
雪
の
中
、

初
心
者
か
ら
中
級
者
ま
で
三
班
に
分
か

れ
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
先
生
か
ら

熱
心
に
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

宿
舎
で
は
、
温
泉
に
入
っ
て
練
習
の

疲
れ
を
癒
し
、
バ
イ
キ
ン
グ
料
理
を
食

べ
な
が
ら
友
だ
ち
と
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
た
。

ば
ず
に
滑
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
嬉
し

か
っ
た
」
と
、
ス
キ
ー
の
楽
し
さ
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

－－１２℃でも心は熱く１２℃でも心は熱く��

「もっとこっちに来てー！」と一生懸命ブラシを動かします「もっとこっちに来てー！」と一生懸命ブラシを動かします

極寒でも余裕のピース極寒でも余裕のピース

　

二
日
目
に

は
、
も
う
一

つ
上
の
リ
フ

ト
に
も
挑
戦

し
、
七
転
八

倒
し
な
が
ら

も
め
げ
ず
に

起
き
上
が
り
、

上
達
の
ス
ピ

ー
ド
も
ぐ
ん

ぐ
ん
上
が
っ

て
い
き
ま
し

た
。

　

初
心
者
で

参
加
し
た
臼
井
浩
子
さ
ん
（
野
田
小
六

年
）
は
、
「
初
日
は
雪
で
前
が
見
え
な

く
て
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
二
日
目
は
転
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『キウイ』と『キウイ』が『キウイ』を食べた？？�

Cat先生の�Cat先生の�

　

冬
休
み
、
私
は
母
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー

ン
と
友
だ
ち
の
エ
マ
と
３
人
で
西
表
島

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
数
日
間
に

経
験
し
た
こ
と
を
言
葉
に
す
る
の
は
難

し
い
で
す
。

　

そ
こ
は
、
美
し
く
て
情
熱
的
な
人
々

の
い
る
、
魔
法
に
か
か
っ
て
い
る
よ
う

な
不
思
議
な
場
所
で
し
た
。
日
本
に
い

る
の
に
、
ま
る
で
遠
く
の
惑
星
に
い
る

よ
う
な
感
じ
が
し
た
の
で
す
。

　

海
は
と
て
も
澄
ん
で
い
て
、
カ
ラ
フ

ル
な
魚
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
夜
の

海
に
は
、
星
の
よ
う
に
光
り
な
が
ら
動

く
と
て
も
小
さ
な
生
物
が
い
ま
し
た
。

そ
の
生
物
は
、
私
た
ち
が
水
中
で
動
く

と
そ
の
振
動
を
感
じ
て
動
く
そ
う
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
、
キ

ツ
ツ
キ
、
ホ
タ
ル
、
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ

ネ
コ
、
青
い
カ
ニ
、
星
の
砂
な
ど
珍
し

い
も
の
を
た
く
さ
ん
見
ま
し
た
。
日
本

で
は
夏
に
見
ら
れ
る
生
き
物
も
、
こ
こ

で
は
今
の
時
期
に
も
見
ら
れ
る
の
で
す
。

　

私
は
、
短
時
間
の
う
ち
に
こ
れ
ほ
ど

ま
で
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
見
た
の
は

初
め
て
で
、
見
る
も
の
す
べ
て
が
美
し

く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
心
が
通
じ
合
う
こ
と
の
で

き
る
、
す
べ
て
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
る
人
々
に
出
会
い
ま
し
た
。
出
会
い

は
い
つ
も
突
然
や
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

言
葉
に
な
ら
な
い
感
動
の
多
い
、
と
て

も
す
て
き
な
旅
に
な
り
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
も
出
会
い
を
大
切
に
。

行ってきました！西表島

素晴らしい自然と人々に感動
お世話になった、まるさん（右から２番目）とお世話になった、まるさん（右から２番目）と

　小野寺タキさん（５７）＝門前小路＝は、昭和６０

年から現在までの１８年間、社会教育委員として豊

富な知識と経験を生かし、村の社会教育の推進に

取り組んだことが認められ、平成１５年度東北地区

社会教育委員連絡協議会表彰を受賞しました。

　小野寺さんは、平成１３年から村の図書館協議会

委員としても活躍し、図書館ボランティアとして

幼児を対象とした読み聞かせを実践しています。

賞状を手に「今後も精一杯取り組みたい」と一言賞状を手に「今後も精一杯取り組みたい」と一言

← Cat 先生

CChhrriissttiinnee ささんん
↓↓

EEmmmmaa ささんん
↓↓

　野田小・中学校では、教材や備品を購入するた

め、「ベルマーク」を集めています。

　ご家庭でもマークを集めて野田小・中学校、村

教委にご持参くださるようお願いします。

　協賛会社が商品に付けているマークを集め、

（財）ベルマーク教育助成財団に送ると１点＝１

円に換算されて学校のベルマーク預金になります。

　その預金で学校に必要な教材や備品を協力会社

から購入することができます。

　村の子どもたちのために、

皆さんのご協力をお願いし

ます。

【問い合わせ先】

　村教育委員会事務局

　�７８－２９３６

集めよう！ベルマーク�集めよう！ベルマーク�集めよう！ベルマーク�
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四
日
（
日
）
、
役
場
前
広
場
で
村
出

初
め
式
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
消
防
団

員
ら
は
無
火
災
へ
向
け
て
心
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　

同
広
場
で
藤
森
俊
男
団
長
の
訓
示
を

受
け
、
村
長
表
彰
や
服
装
点
検
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　

団
員
ら
は
旭
町
か
ら
愛
宕
町
ま
で
行

進
し
て
防
火
、
防
災
に
対
す
る
意
識
を

高
め
ま
し
た
。

　

一
糸
乱
れ
ぬ
隊
列
で
行
進
し
た
一
行

は
、
愛
宕
参
道
広
場
で
神
事
を
行
い
、

一
年
間
の
無
事
を
祈
り
ま
し
た
。

　

晴
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
肌
を
刺
す
ほ

ど
の
寒
風
に
、
団
員
ら
は
心
身
と
も
に

引
き
締
ま
る
状
態
で
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
人
た
ち
は
次
の
と
お
り

で
す
。
（
敬
称
略
）

○
村
長
表
彰
【
退
職
消
防
団
員
表
彰
】

新
山
雄
一
＝
元
七
分
団
員

○
消
防
庁
長
官
表
彰
伝
達
【
退
職
消
防

団
員
表
彰
】
小
野
寺
忠
孝
＝
元
五
分
団

長
、
田
中
一
夫
＝
元
二
分
団
副
団
長
、

小
谷
地
昭
一
＝
元
二
分
団
部
長

○
県
婦
人
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰
披

露
【
退
職
消
防
団
員
表
彰
】
〈
市
町
村

役
員
功
労
章
〉
石
井
陽
子
＝
隊
本
部
隊

長
、
〈
隊
員
功
労
章
〉
石
井
陽
子
＝
同

隊
長
、
渡
邉
サ
ト
＝
隊
本
部
副
隊
長

○
消
防
団
長
表
彰
【
優
良
機
械
器
具
点

検
表
彰
】
第
二
分
団
一
部
、
第
三
分
団
、

第
七
分
団
、
第
八
分
団

厳しく服装をチェック厳しく服装をチェック

機械器具の整備葉は完璧機械器具の整備葉は完璧

　

十
二
月
二
十
三
日
（
火
）
、
国
民
宿

舎
え
ぼ
し
荘
で
、
島
川
良
彦
さ
ん
（
下

安
家
）
の
叙
勲
の
受
章
を
祝
う
祝
賀
会

開
か
れ
ま
し
た
。

　

水
産
業
の
振
興
に
功
績
が
あ
っ
た
と

し
て
、
小
泉
純
一
郎
内
閣
総
理
大
臣
か

ら
旭
日
双
光
章
を
受
け
た
も
の
で
す
。

　

祝
賀
会
に
は
中
川
村
長
の
ほ
か
村
内

の
漁
業
関
係
者
ら
約
四
十
人
が
出
席
し

て
受
章
を
祝
い
ま
し
た
。

　

島
川
さ
ん
は
、
「
こ
れ
は
一
人
の
力

で
受
章
し
た
も
の
で
は
な
い
。
水
産
関

係
に
携
わ
る
す
べ
て
の
人
た
ち
に
感
謝

し
て
い
る
。
山
積
す
る
水
産
業
の
課
題

盛大に祝福を受ける島川さん（中央）盛大に祝福を受ける島川さん（中央）

　

長
年
に
わ
た
り
村
の
発
展
に
力
を
注

い
だ
村
勢
功
労
者
の
表
彰
式
が
、
十
二

月
十
九
日
（
金
）
、
役
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
、
表
彰
を
受
け
た
の
は
大
澤

宗
吉
さ
ん
（
上
新
山
）
、
米
田
豊
さ
ん

（
米
田
）
、
南
川
信
行
さ
ん
（
玉
川
）

の
三
人
で
す
。

　

功
労
者
の
功
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
大
澤
宗
吉
さ
ん
＝
平
成
三
年
か
ら
村

議
会
議
員
を
連
続
三
期
務
め
、
村
民
生

活
の
向
上
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た

▽
米
田
豊
さ
ん
＝
昭
和
六
十
二
年
か
ら

村
議
会
議
員
を
三
期
務
め
、
村
政
の
課

題
の
解
決
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た

▽
南
川
信
行
さ
ん
＝
昭
和
四
十
三
年
に

村
消
防
団
へ
入
団
し
て
以
来
、
三
十
四

年
間
に
わ
た
り
消
防
防
災
活
動
に
力
を

注
ぎ
ま
し
た
。

の
解
決
に
力
を
注
ぎ
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

大澤宗吉さん大澤宗吉さん

米田 豊さん米田　豊さん

南川信行さん南川信行さん



年
い
ち
度
和
服
の
習
い
元
日
の

卓
に
く
つ
ろ
ぎ
賀
状
を
め
く
る　
　
　
　

岩
岡　

野
雲

長
寿
世
に
喜
寿
は
ひ
と
つ
の
命
ち
駅

さ
れ
ど
至
福
ぞ
兵
生
き
て
身
に　
　
　
　
　
　

〃　
　

白
色
の
シ
ク
ラ
メ
ン
咲
く
元
日
の

陽
ざ
し
は
じ
き
て
か
が
や
く
ば
か
り　
　

藤
村　

夢
路

連
れ
だ
ち
て
愛
宕
神
社
の
初
詣
で

石
段
の
ぼ
る
ひ
と
休
み
し
つ　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

当
た
り
年
申
年
前
に
逝
き
し
母

母
を
偲
び
て
温
故
知
新
へ　
　
　
　
　
　

大
崎　

宏
月

新
年
に
素
敵
な
カ
ッ
プ
ル
披
露
宴

エ
キ
ス
を
も
ら
い
躍
動
の
春　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

宵
の
年
悔
い
も
改
た
に
に
突
く
鐘
は

御
堂
の
松
の
間
縫
い
て
ひ
び
き
行　
　
　

古
山　

静
香

雲
間
よ
り
拝
め
る
初
日
に
願
い
込
め　
　
　
　
　
　
　

進
藤　

宝
花

明
け
る
度
不
足
と
な
り
し
来
る
賀
状　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

雲
の
峯
静
も
り
眠
る
雪
の
里　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
山　

高
陽

老
い
夢
や
浦
海
は
る
か
初
日
の
出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

お
だ
や
か
に
心
鎮
め
て
松
の
内　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
セ
ツ
子

雨
上
が
り
思
い
思
い
の
門
出
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
の
り
子

初
日
の
出
健
康
願
い
手
を
合
わ
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

元
日
や
此
の
家
静
か
な 
時  
間 
流
れ　
　
　
　
　
　
　
　

古
山　

静
香

と 

き

冷
水
に
か
ざ
す
手
元
の
初
青
菜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

ニ
ヤ
リ
し
て
明
る
い
記
事
に
目
が
そ
そ
ぐ　
　
　
　
　

進
藤　

宝
花

冗
談
に
年
を
取
っ
た
と
若
返
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

い
ざ
燃
え
ん
目
指
す
ア
テ
ネ
の
金
メ
ダ
ル　
　
　
　
　

岩
山　

高
陽

人
道
の
大
義
背
負
い
て
先
遣
隊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃
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心
技
体　

光
る
汗　

少
年
柔
道
大
会

　

　

様
似
柔
道
協
会
・
様
似
柔
道
少

年
団
後
援
会
主
催
の
「
少
年
柔
道

団
体
、
体
重
別
選
手
権
大
会
」
が

十
二
月
七
日
（
日
）
町
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
と
第
二
体
育
館
の
二
会

場
で
開
か
れ
、
小
中
学
生
ら
が
畳

の
上
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

学
年
別
、
体
重
別
で
開
か
れ
る

大
会
は
全
道
的
に
も
少
な
い
た
め
、

日
高
管
内
を
は
じ
め
遠
く
は
札
幌

市
、
北
見
市
、
旭
川
市
、
帯
広
市

な
ど
か
ら
も
選
手
が
駆
け
つ
け
、

団
体
百
一
チ
ー
ム
、
個
人
に
は
幼

稚
園
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の
六
百

四
十
人
が
出
場
し
、
各
選
手
は
日

頃
の
稽
古
で
磨
い
た
背
負
い
投
げ

や
大
外
刈
り
、
内
股
な
ど
大
技
を
繰

り
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
十
勝
沖
地

震
の
修
繕
後
初
の
大
会
と
な
り
、
父

兄
や
指
導
者
な
ど
で
超
満
員
と
な
り
、

気
合
の
声
や
声
援
な
ど
で
会
場
は
大

盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

様
似
柔
道
少
年
団
も
心
技
体
を
胸

に
、
礼
儀
正
し
く
元
気
に
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
、
成
績
に
つ
い

て
個
人
で
は
幼
児
の
部
、
小
学
一
・

二
年
、
女
子
小
学
六
年
の
部
で
二
位

と
健
闘
し
、
団
体
で
は
小
一
・
二
年

の
部
で
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

（
一
月
投
稿
作
品
）

〜
テ
ー
マ
「
睦
月
」
〜
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広報クイズ�広報クイズ�

うわーなもみは怖いな～うわーなもみは怖いな～

　次の問題の正しい答えをはがきに書
いてお送りください。

　恒例の小正月行事が行われました。
保育園児たちがみず木に飾りつけた
のは次のうちのどれでしょうか？
１．ウギウギ団子
２．紅白の団子 
３．五色のたんざく

・イラスト

・聞きたいこと

・耳寄りな話

　　　　　　など

　何でもOK!

野
田
村
大
字
野
田

　
　
　
　
　
　

‐　
20

14

広
報
の
だ　
行

住
所（
地
区
）・
氏
名
・
年
齢

０２８－８２０１

２０歳になったら
国民年金の加入手続きを

　国民年金は２０歳から６０歳までのす
べての方が加入し、保険料を納める
ことで支えられている制度です。忘
れずに次の加入手続きをしましょう。
○１ 　すでに会社などに勤めて厚生年
　金、共済組合に加入している人
　→　特に手続きは必要ありません
○２ 　厚生年金などに加入している配
　偶者に扶養されている人
　→　配偶者の勤務先で国民年金加
　　入の手続きをします（健康保険
　　証などで両親の扶養となってい
　　る人は含みません）
○３ 　○１ 、○２ 以外の人　
　→　役場住民生活課で加入の手続
　　きをします
　加入手続きすると後日、年金手帳
が届きます。この手帳は加入する年
金制度が変わっても引き続き使用し
ますので大切に保管しましょう。会
社を辞めて厚生年金などが切れた場
合も国民年金への加入手続きが必要
となります。
　年金は年をとってからのものと思
いがちですが、事故による障害など
万が一のときの備えとしても手続き
は忘れずに行いましょう。
☆岩手社会保険事務局二戸事務所　
　�０１９５－２３－４１１１
☆役場住民生活課国保年金係　　　
　�７８－２９２８

冬季の交通事故を防ぐため
次のことを心がけましょう
・１割のスピードダウン
・２倍の車間距離
・早めの出発
久慈警察署野田駐在所長　及川　皓正

�７８－２１６１
本年もよろしくお願いいたします

　児童生徒の絵や陶芸・木工作品

などを展示します。

【日時】２月１４日～１６日９：００～

　１７：００（１６日は１５：００まで）

【場所】久慈市アンバーホール

【問い合わせ先】久慈養護学校�

　５８－３００４

【締め切り】

　平成１６年１月３０日（金）（当日消印有効）
　広報や村に対する質問、身近な話題

などお寄せください。いろんな情報、

ちょっと一言、情報交換も大歓迎 !

〔家族入浴券当選者〕

　正解は１「うちまた」でした。当選

した皆さんおめでとうございます！ 

・大　谷　美　波さん　（北　　区）

・谷　地　舞　美さん　（上　泉　沢）

・広　内　　　亮くん　（中　　平）

【応募方法】

　はがきにクイズの答えと住所・地区

名、氏名、年齢を明記してお送りくだ

さい。正解者の中から抽選で３名に家

族入浴券をプレゼントします。応募は

一人１通。当選者発表とイラスト、声

の欄の氏名掲載はなるべく本名としま

す。

　三日（土）、えぼし荘で外舘尚紀さ
ん（港）と律子さん（種市町）が披露
宴を行いました。
　律子さんの車の
トラブルを手助け
したのが出会いの
きっかけだとか。
笑顔の絶えない家庭を気づきたいと
いうお二人。末長くお幸せに。

国民宿舎 えぼし荘 　�７８－２４９５

さわやかカップル

久慈養護学校の作品展

【日時】２月８日（日）９：３０開場

【場所】宮古市民文化会館

【入場料】前売り８００円、当日１，０

　００円（中学生以下は無料）

【問い合わせ先】宮古・下閉伊郷

　土芸能ネットワーク事務局　�

　０１９３－６２－２９７０

　炭焼きの体験や氷筍の観察をし

てみませんか。参加は無料です。

【日時】２月１１日（水）９：００～

　１５：３０

【場所】山形村内間木

【募集期限】１月３０日（金）

【問い合わせ先】久慈地方振興局

林務部�５３－４９８４

炭焼き体験参加者募集

宮古・下閉伊郷土芸能まつり

　県ではマスタープランの案につ

いて、縦覧と意見を郵送やＦＡＸ、

Ｅメールで受け付けます。詳細は

県報や県都市計画ＨＰでどうぞ。

◆縦覧場所：県都市計画（http：

　／／www．pref．iwate．jp ／

̃h

　p０６０４／ index．html）

　久慈地方振興局土木部

　役場土木水産課

◆縦覧期間：２月中旬から２週間

【問い合わせ先】県都市計画課�

県都市計画マスタープラン案
縦覧と意見を受け付けます

　広報１２月号に誤りがありました。

おわびして訂正いたします。

Ｐ１５　「啓斗」の読みがな「けい

と」→「ひろと」

おわびと訂正



（
（

　第３者によって本人の知らない間

に、婚姻や養子縁組などの戸籍の届

出をする事件が全国的に発生してい

ます。こうした事件を防ぐために、

村では２月１日から婚姻、協議離婚、

養子縁組、協議養子離縁の届出につ

いて、本人の確認を行います。

　届出の際には、運転免許証など写

真で本人が確認できるものをご持参

ください。持参しない場合でも届出

はできます、後日郵送で本人にお知

らせすることになります。

　皆さんのご理解とご協力をお願い

します。

【問い合わせ先】役場住民生活課�

７８－２９２８

広 報 の だ No.３６９

平成１６（２００４）年１月号
１３

　

川
に
氷
が
張
っ
た
。
緩
や
か
な
流
れ

の
所
で
は
端
か
ら
端
ま
で
で
あ
り
、
近

年
に
は
な
い
一
時
的
な
寒
波
の
襲
来
で

あ
る
。
年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
は
あ

ま
り
に
も
穏
や
か
で
、
小
春
日
和
を
思

わ
せ
る
よ
う
な
日
々
で
あ
っ
た
が
た
め

に
、
一
歩
外
に
出
る
と
そ
の
寒
さ
が
身

に
堪
え
る
。
吹
く
風
も
強
い
こ
と
か
ら
、

体
感
気
温
は
外
気
温
よ
り
低
く
感
じ
る

し
、
肌
が
刺
さ
れ
る
思
い
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
の
空
は
、
墨
を
薄
く
溶
い

だ
よ
う
な
ど
ん
よ
り
と
し
て
い
る
は
ず

で
あ
る
が
、
青
空
が
抜
け
る
よ
う
な
一

月
十
五
日
で
あ
り
、
日
溜
り
は
暖
か
い
。

こ
ん
な
中
で
、
恒
例
の
小
正
月
行
事
が

賑
や
か
に
開
催
さ
れ
た
。
高
く
積
ま
れ

た
し
め
飾
り
や
昨
年
中
に
戴
い
た
お
札

な
ど
へ
の
ご
祈
祷
を
始
め
と
し
、
餅 
搗 つ

き
、
団
子
し
ば
作
り
は
、
ど
れ
も
正
月

な
ら
で
は
の
も
の
で
あ
る
し
、 
搗 
き
た

つ

て
の
餅
を
頬
張
る
人
々
の
笑
顔
は
ま
さ

に
恵
比
寿
顔
で
あ
る
。
今
年
一
年
間
の

無
病
息
災
を
願
い
た
い
も
の
で
あ
る
し
、

盛
夏
で
豊
作
、
大
漁
高
価
、
商
い
活
発

も
皆
が
等
し
く
か
け
る
願
い
で
あ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
新
年
が
ス
タ
ー
ト

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
大
寒
が
来
て
寒
さ

が
鍋
底
を
は
い
始
め
る
で
あ
ろ
う
が
、

寒
く
な
る
時
は
厳
し
く
と
も
寒
く
あ
っ

て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
が
過
ぎ
れ
ば
春
は
来
る
の
で
あ

る
が
、
庭
の
陽
が
あ
た
る
場
所
で
は
、

ス
イ
セ
ン
が
二
〜
三　
　

に
伸
び
て
い
る
。

チセ
　ン

顔
を
出
し
て
寒
さ
に
震
え
て
い
る
よ
う

で
あ
る
が
、
水
分
を
多
く
含
ん
で
い
る

の
に
よ
く
凍
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
生

命
の
仕
組
み
と
は
不
思
議
な
も
の
で
あ

る
。

人のうごき〈11月末現在〉�

正
月
十
五
日　　

中
川
正
勝

　
　
　
　

今
年
も

な
も
み
さ
ん
か
ら

コ
メ
ン
ト
が
届
い

て
い
ま
す
。

　

「
一
月
十
五
日

だ
げ
家
さ
行
ぐ
ど

思
う
な
よ
ー
�
き

か
ね
ー
ワ
ラ
ス
ん

ど
ご
さ
あ
夏
で
も

行
ぐ
ぞ
ー
�
分
が

っ
た
が
ー
」
お
ー

怖
い
で
す
ね
〜
。

息
子
よ
よ
く
分
か

っ
た
か
！（
貮
又
）

No. ○１０６本人確認をします
2/1～戸籍の届出の際

戸籍 の 口窓
　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
も
そ
ろ
そ
ろ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
ご
家
庭
で
の
対
策
は

万
全
で
し
ょ
う
か
。　

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
一
番
の
予
防
は
「
予
防
接

種
」
で
す
。
十
二
月
ま
で
に
接
種
を
済
ま
せ
た
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
「
予
防
接
種
で
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
負
け
な
い
ぞ
」
を
今
年
度
の
標
語
と
し

て
、
ワ
ク
チ
ン
も
昨
年
度
の
一
・
四
倍
の
量
を
準

備
し
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
十
二
月
中
に
す
で
に
ワ
ク
チ
ン
が
不
足

し
て
い
る
と
い
う
報
道
が
な
さ
れ
、
接
種
し
た
く

て
も
で
き
な
か
っ
た
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
予
防
接
種
を
し
た
か
ら
と
い
っ
て
百
％

罹
患
し
な
い
と
い
う
保
障
は
残
念
な
が
ら
あ
り
ま

せ
ん
。
流
行
の
季
節
は
う
が
い
、
手
洗
い
と
い
っ

中村佳津美
保健師

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ご
用
心
！

た
日
頃
か
ら
の
予
防
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

う
が
い
・
手
洗
い

　

一
番
簡
単
で
効
果
的
な
方
法
で
す
。
う
が
い
に

は
う
が
い
薬
や
緑
茶
を
使
う
の
が
効
果
的
で
す
。

　

十
分
な
栄
養
と
休
養

　

ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
体
を
作
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
旬
の
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
と
り
ま
し
ょ
う
。

疲
労
や
ス
ト
レ
ス
も
免
疫
力
を
低
下
さ
せ
ま
す
。

疲
労
を
た
め
な
い
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

加　

湿

　

適
度
な
湿
度
は
ウ
イ
ル
ス
の
活
動
を
弱
め
、
鼻

や
の
ど
の
粘
膜
の
働
き
を
活
発
に
し
ま
す
。
外
出

時
は
マ
ス
ク
の
着
用
も
効
果
的
で
す
。

　

こ
う
い
っ
た
日
頃
か
ら
の
予
防
を
心
が
け
、
テ

レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
流
行
に
つ
い
て
把
握
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

我
慢
せ
ず
に
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　　　男　　２,６３４人（＋２）
　　　女　　２,７４３人（＋１）
　　　計　　５,３７７人（＋３）
　　世帯数　１,６６５戸（＋４）
●村内の交通事故　　　人身事故２件
　　　　　　　　　　　物損事故６件
●救急車出動件数　　　　　　　８件

（うち村外１件）
●飲酒運転検挙者数　　　　　　０人
　（平成１５年１０月からの累計０人）

☆お誕生おめでとう　　（敬称略）

外舘　　 渓 （盛一・弘子）北　　区
けい

�いつまでもお幸せに
　　中　居　春　男　　　中　　平
　　下　川　裕美子　　　玉　　川
　　大　澤　高　行　　　門前小路
　　越　戸　美　和　　　久　慈　市
■ごめい福を祈ります
　伏　場　立　久（43歳）玉　　川
　高　田　ツグヱ（92歳）門前小路
　中　村　サ　ノ（96歳）下　安　家
　掲載を遠慮される方は、届け出の
ときに戸籍係に話してください。
　届け出の期間は、出生届が生まれ
た日を含めて１４日以内、死亡届は７
日以内です。



広 報 の だ No.３６９

平成１６（２００４）年１月号
１４

役
場　

〒
０
２
８－

８
２
０
１　

岩
手
県
九
戸
郡
野
田
村
大
字
野
田
第
二
十
地
割
十
四
番
地　

電
話
〇
一
九
四（
七
八
）二
一
一
一　

編
集
・
総
務
課　

印
刷
・
�有
 

ヘ
イ
ハ
ン
印
刷

広
報

｜

お
仕
事
は

　

久
慈
市
の
吉
田
歯
科
医
院
で

歯
科
助
手
を
し
て
い
ま
す
。
患

者
さ
ん
に
笑
顔
で
接
す
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
ま
す
。

｜

趣
味
は

　

映
画
館
で
の
映
画
鑑
賞
で
す
。

｜

得
意
な
も
の
は

　

み
そ
汁
を
お
い
し
く
作
る
こ

と
で
す
。
コ
ツ
は
ち
ょ
っ
と
の

塩
分
と
多
目
の
愛
情
で
す
。

｜

困
っ
て
い
る
こ
と
は

　

米
田
地
区
の
携
帯
電
話
の
電

波
が
悪
い
こ
と
で
す
。

｜

今
年
の
目
標
は

　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
挑
戦
し
て

み
た
い
で
す
。

｜

自
分
の
性
格
は

　

喜
怒
哀
楽
が
激
し
い
で
す
。

穏
や
か
な
人
に
あ
こ
が
れ
ま
す

ね
。

｜

好
き
な
も
の
は

　

「
生
ハ
ム
」
大
好
き
で
す
！

｜

理
想
の
男
性
の
タ
イ
プ
は

　

や
さ
し
く
て
強
い
人
。
一
緒

に
い
て
楽
し
い
人
が
い
い
で
す
。

｜

村
に
つ
い
て

　

若
い
人
た
ち
が
気
軽
に
集
ま

れ
る
お
店
が
あ
れ
ば
最
高
で
す

ね
。

｜

次
の
方
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い

　

米
田
の
野
竹 
晃  
史 
さ
ん
を
紹

あ
き 
ひ
と

介
し
ま
す
。

私
の
み
そ
汁
は
絶
品
で
す
よ
！

古紙配合率 100％再生紙を使用しています

植物油、大豆インクを使用しています

No.
２３２

今回は米田の米田美鈴今回は米田の米田美鈴さんさん
（（２２歳２２歳））をを紹介します。紹介します。

 麻  理 亜   ちゃん（玉川）
ま り あ

平成１５年１月２２日生まれ　泉澤のぞみさん　長女

－お母さんから－
元気で優しい子になってね。楓   ちゃん（玉川）

かえで

平成１５年１月１５日生まれ

小野浩・正子さん　二女

－お姉ちゃんから－

お姉ちゃんに負けず元気に大きく

なってね。でも追い越さないでね。

打
座
和
音
さ
ん（
北
区
・
７
歳
）

○貮
 

モ
ノ
ト
ー
ン
で
シ
ッ
ク
に

○貮
 

嬉
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す

新
山
咲
季
さ
ん（
北
区
・　

歳
）

１４

○貮
 

レ
イ
ア
ウ
ト
も
キ
マ
っ
て
ま
す
ね

谷
地
舞
美
さ
ん（
上
泉
沢
・　

歳
）

１１○貮
 

温
泉
で
一
杯

広
内
亮
く
ん（
中
平
・　

歳
）

１１

○貮
 

帽
子
、
ツ
ノ
の
質
感
が
G
O
O
D
！

下
向
理
奈
さ
ん（
旭
町
・　

歳
）

１３

○貮
 

テ
ニ
ス
も
勉
強
も
が
ん
ば
っ
て
ね

大
谷
美
波
さ
ん（
北
区
・　

歳
）

１０

○貮
 

大
人
気
の
ト
ト
ロ
で
す
ね

打
座
美
優
さ
ん（
北
区
・　

歳
）

１０

○貮
 

絵
の
セ
ン
ス
い
い
で
す
！

小
野
寺
ヨ
シ
ヱ
さ
ん（
南
浜
）

善   くん（北区）
ぜん

平成１５年１月２８日

生まれ

清野寿・

あかねさん　二男

－お父さん・

　お母さんから－

お兄ちゃんに負け

ないくらい元気に

育ってね。成長が

楽しみです。

 凛 太   くん（下新山）
りん た

平成１５年１月１４日生まれ

久保学・留美さん　長男

－パパ・ママから－
髪の毛もフサフサに元気で大きくなってね。


